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【緒言】近年、有機薄膜太陽電池(OPV)やペロブスカイト太陽電池(PSCs)において TiO2や NiO など

の金属酸化物を電子捕集層、正孔捕集層として用いた研究が盛んに行われ、20％を超える高い光電変

換効率(PCE)が報告され大きな注目をされている。金属酸化物は高い結晶性をもち、太陽電池素子へ

と応用することで高い電荷輸送性や耐久性の向上が報告されている。しかし、金属酸化物を製膜する

際に高温処理が必要であるというプロセス上の問題がある。当研究室では、化学浴析出法(CBD 法)
1)

による 150 
○
C と比較的低温で処理可能な TiOxの製膜法を開発し、実際にフレキシブルな OPV のモ

ジュール製造への導入が進められている。本研究では、ペロブスカイト材料である MAPbI3を塗布法

により製膜し、PSCsにおいて我々の低温処理で製膜した TiOxが電子捕集層として導入可能かどうか

を検討した。 

【実験】化学浴析出法により 150 
○
Cで処理した TiOx/FTO、450 

○
Cで TiO2に焼成した TiO2/FTO 上に

MAPbI3をスピンコートにより製膜した。その後、spiro-OMeTAD をスピンコートにより製膜後、Au

電極を真空蒸着により製膜した。 

【結果と考察】Fig. 1に示す I-V 曲線より、TiOx(150 
○
C)を用いた素子では、電子捕集層に TiO2(450 

○
C)

を用いた素子の 15.5％と同程度の 14.5％の PCE を得ることが出来た。SEMによる表面観察を行った

ところ、TiOx(150 
○
C)膜、TiO2(450 

○
C)膜ともに同様な表面形状を示し、MAPbI3膜も同様の表面形状

を示した。Fig. 2に示す XRD 測定により各電子捕集層上のMAPbI3膜の結晶性を測定したところ、ど

ちらも同等の高い結晶性を持つことが分かった。以上の結果より、低温処理可能な TiOxが低温プロ

セスで製造するモジュールに導入可能であることが示唆された。 
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Fig. 1 各素子の I-V 曲線 Fig. 2 各サンプルの XRDスペクトル 
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